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son & Fowler, 1976），ワラジムシ（Hughes, 1967, 1985, 2008），ダンゴム
シ（Kupfermann, 1966 ; Moriyama, 1999；小野，2004；小野・高木，
2006；渡辺・岩田，1956），ゾウリムシ（Harvey & Bovell, 2006 ; Lachman
& Havlena, 1962 ; Lepley & Rice, 1952），プラナリア（藤田，1966 ; Rice
& Lawless, 1956 ; Shinkman & Hertzler, 1964）といった動物に見られ，ヒ














































































で光沢のある体表面を持ち，全体的に暗褐色である。成虫の体長は 14 mm 程
度で，幅はその半分程度である。刺激に反応して体を完全に丸くできるという








体長 8 mm から 16 mm のオカダンゴムシを被験体として用いた。これらは
関西学院大学 F 号館裏で採集した。被験体がオカダンゴムシであるかどうか
の判断は，布村（1999）の分類方法に基づいて行った。被験体は，大小二つ
の透明プラスチック製飼育ケージ（大：縦 39.5 cm×横 25 cm×高さ 28 cm，
小：縦 31.5 cm×横 18.0 cm×高さ 24.5 cm）のいずれかで，レタスを餌とし
て飼育した。飼育ケージの中には土を敷き詰め，木の枝や落ち葉，石を適宜入






で行った。使用した迷路は LEGOⓇブロック製で，幅 8 mm の通路の両側に高
さ 20 mm の障壁を設けた。通路と壁に使用した LEGOⓇブロックの色は全て
白色であった。1つの種類の迷路で，強制転向点での転向方向が左のものと右
のものの 2パターンを用意した。迷路は，白色蛍光灯の真下およそ 200 cm に






























実験の結果を Table 1 に示した。強制転
向点から選択点間の距離が 4, 8, 16 cm のと
き，交替性転向反応を起こした個体数はそれ
ぞれ 100匹中 99, 88, 89匹であった。すな
わち，LEGOⓇブロックで作製した迷路にお
いても交替性転向反応が観察できることが示された。しかし，この距離の効果
は，4 cm と 8 cm の間には見られたが，8 cm と 16 cm の間には見られなかっ
た。交替反応を起こした比率に関してそれぞれ χ 2検定を行ったところ，4 cm
と 8 cm の比較では有意であった（χ 2（1）＝10.00, p＜.01）が，8 cm と 16 cm
の比較では有意でなかった（χ 2（1）＝0.05）。つまり，強制転向点から選択点
間の距離が 4 cm から 8 cm に伸びると交替反応は減少するが，8 cm から 16
cm に伸びても交替反応に影響は見られなかった。
強制転向点から選択点間の距離に関して，4 cm と 8 cm の間にだけ交替数
に差が見られた。これは，当該距離が長くなるほど交替性転向反応が起こる確
率が減少するという先行研究の結果（渡辺・岩田，1956 ; Hughes, 1967）と
一致しない。特に，渡辺・岩田（1956）はオカダンゴムシを用いた実験で，





Table 1 実験 1の結果
交替する 交替しない
4 cm 99 1
8 cm 88 12
16 cm 89 11
１１９オカダンゴムシの交替性転向反応


















実験の結果を Fig. 3に示した。左に曲がった個体数の合計は 48匹で，右に
曲がった個体数の合計は 52匹となった。2項検定を行った結果，この差は統
計的に有意ではなかった。したがって，オカダンゴムシの曲がる傾向に左右の






























間の距離が 8 cm で強制転向点が 1回の迷路においては交替性転向反応を起こ
した個体数が 88匹であった。したがって，1回目の転向は同方向への 2回目
の転向の効果を強め，異なる方向への 2回目の転向の効果を弱めていると考
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